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「相模原殺傷事件」に思う

話しているとのことですが、確かに重度
の知的障害児者は意思疎通が難しいこと
もあります。彼にとってはどこまでも不可
解な存在としてしか映らなかったのでしょ
うか。ある識者が述べていたように、彼は
施設に勤めるようになって初めて知的障害
者、そして支援するとはどういうことかに
ついて真剣に向かい合って考えたのかもし
れません。その中で得た結論が今回の事件
であれば、それはあまりにも不幸なことと
言わざるを得ません。これから家庭や学校
で、また地域社会で障害について学ぶ、福
祉について学ぶ、そして何より多様な人間
の有様、生き方を学ぶ、そうしたことをもっ
と真剣に考えていく必要があるのではない
かと私は思いました。
ところで、やまゆり園に伺うその前日、

私は千葉県在住のある教会長ご夫妻を訪ね
ました。この方は地域に住む知的障害児
者の学習、就労支援をしておられます。丁
度、教会に伺ったときは子供たちと向き
合って勉強の最中で、その様子を拝見させ
ていただきました。実に和やかに語りかけ
るように接しておられましたが、その姿に
大変感銘を受けました。またそうした教会
の活動を近所の方々も理解をして見守って
おられ、何かしら一体感のようなものが感
じられたのです。子供たちを見つめる地域
の目線はとても温かいものでした。その翌
日に山あいにある園を訪ねたとき、この施
設の利用者さんが地域の中でもっと大勢の
人との交わりの中で生活することが出来れ
ば、それがノーマライゼーションかもしれ
ませんが、もしかすればこの事件の被害者
も加害者も生まれなかったかもしれない。
園職員の皆さんが献身的な支援に勤めてお
られたことは報道の通りですが、実際に園
の建つ地に足を運んでそんなことを感じま
した。私たちに何が出来るだろうか。これ
は大きな課題です。

この夏起こった相模原殺傷事件につい
ては様々な報道がなされていますが、一月
以上経った今でも無力感と深い悲しみの中
にいる方は大勢おられると思います。私も
亡くなられた方々の霊様を少しでもお慰め
することが出来ればと思い先日、津久井や
まゆり園を訪れ、献花と共に黙祷を捧げて
来ました。新宿から電車とバスを乗り継い
で 3時間ほどの山あいに園はあります。周
囲はのどかな自然の中にあり、こんなとこ
ろで凄惨な事件が起きたことに一層の驚き
を感じました。亡くなられた方々はいずれ
も重度の障害がありましたが、さぞかし怖
かったことでしょう。謹んで哀悼とお見舞
いを申し上げたいと思います。
折しも専門学校で保育を学ぶ娘が、知的

障害児者施設で実習をしている最中で、施
設の利用者さんはどうしているかと尋ねま
すと「みんな、今度は自分が殺される」と
口々に叫んでおられたとのことでした。パ
ニック状態であったのでしょう。知的障害
の利用者さんに与えた影響は計り知れない
ものがあると思います。
知的障害者やその家族らでつくる全国組

織「全国手をつなぐ育成会連合会」が次の
ようなメッセージを公表しています。
「障害のある人もない人も、私たちは一
人ひとりが大切な存在です。障害があるか
らといって誰かに傷つけられたりすること
は、あってはなりません。もし誰かが『障
害者はいなくなればいい』なんて言っても、
私たち家族は全力でみなさんのことを守り
ます。安心して、堂々と生きてください」
というものです。一人ひとりの心に届くこ
とを切に願います。
では彼はどうしてこのような犯罪に及ん

でしまったのでしょうか。この点は色々に
識者が分析をしていますが、本当に「障害
者はいなくなればいい」と考えたのでしょ
うか。「意思疎通できない人を刺した」と

ヨーロッパ宗教学会（2016）に参加（堀内み
どり）／イーロン大学「宗教・文化・社会研
究センター」主催の国際研究会に参加（堀内
みどり）／第 75 回日本宗教学会学術大会に参
加／平成 28 年度「公開教学講座」のご案内


